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               文責 校長 上原敏勝 

 〇体育大会に向けて１ 

１１日（月）３・４時間目、体育大会に向けての全校体育がありました。 

3時間目のグランドでは生徒の応援の声が響く中、全力で “台風の目”という競技に取り組む生徒の

姿がありました。そして、そのグランドの端では、庁務員さんが体育大会に向けてグランドの整備する姿が

…。 

庁務員さんのおかげで、美しく整備されたグランドで思う存分体育大会に取り組めます。 

いつもありがとうございます。 

 

※実は先日、１年生の男子生徒が自主的に庁務員さんにお礼に行く場面が・・・。 

  自分で考えて、“お礼に行こう”と決めて、一人でも行動に移せる・・・学校教育目標「安心を勇気に変

え、挑戦の一歩を踏み出す生徒の育成」に向かって、今、学校が少しずつ進んでいます。 

 
〇体育大会にむけて２ 

続く４時間目。体育館で“カウボーイ”という競技の練習などが行われました。 

競技が終了した後、体育主任が生徒に対して指示を出しました。 

まだ体育館の中には、先ほどの競技の BGMが響いていました。外側から見ていた僕からは、「指示を

するにはＢＧＭがやや大きい？」と感じましたが、体育主任は生徒の視線、態度、様子から、話をすることを

選びました。 

おそらく、ＢＧＭに対応するよりも、“指導のベストタイミング”の方を選択したのだと思います。 

さらに、ここから驚いたことが起こりました。 

その様子を同じように感じた３年生男子が、BGMを下げようとダッシュで動き出したのです。 

“今、皆のために動けるのは、僕しかいない”・・・緊張感の続く体育館の中で、そう判断し、勇気を出して

行動に移したのでしょう。  

 

三川中学校１１１名には、こんなすてきな生徒たちがいます。 


